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第9表　放牧家畜の増体孟

成　雌　牛　（噸／日）

嘗 こ詔 竺
人 工 草 地 自 然 草 地

人 工 草 地

（ S P ）
サ サ 地

昭

N 0．2 9 0．0 9 0．5 5 － 0．1 5

B 0．2 7 0．1 5 0．5 0 0 ．1 7

4 5 H 0 ．1 8 － 0．0 2 0．5 5 － 0 ．2 5

平 均 0 ．2 5 0 ．0 7 0．5 9 － 0 ．0 8

4 6

N 0 ．5 0 ロ．D 2 0 ．5 8 － 0 ．2 5

B 0 ．1 1 0 ．5 0 0 ．2 8 0 ．0 6

H 0 ．1 5 0 ．0 5 0．5 4 － 0．1 5

平 均 0 ．2 0 0．1 9 0 ．4 0 － 0 ．1 1

子　　　牛　（ダ′日）

言 ㌻

人工草地
自然草地 人工草 地 （SP ）

1 回 目 2 1 2

昭 45

？ 588．0 4 4ス7 4 5 1．7 5 54．7 5 1 87

谷 6 52，0 4 9ス7 44 6．7 6 02．7 70 5．0

平均 828．0 472．7 45鼠2 57 8．7 5 10．8

46

？ ブ狙 5 425．0 5 10．0 6 10．5 6 52．8

8 7 78，5 4弘 8 62 1．8 8 55．8 8 05．0

平均 7 4鼠5 4 5 ．9 5 65．9 825．1 d 18．9

4　ま　　と　　め

実規模で行った繁殖肉牛の周年飼酎こおける放牧期

間の延長をねらったSf利用の実際は．①7月下旬～

18月上旬にわたる長い休牧期間は牧草の過繁茂を促

し，これによる枯葉や裸地の増大，まめ科草の減少な

ど放牧地の荒廃が懸念されたので，（参牧草温存途中に

軽く放牧利用することによって，その防止を計ること．

つまりSPの2度にわたる利用が必要と考えられた。

③放牧はS‘P利用により，おおむね11月下旬（積雪

のあるまで一子牛は10月下旬）まで期間延長がなさ

れる。④家畜の生産力は，日増体で母牛，約0・4～0．5

吼　子牛0．5～0．日タ，収糞力は18～19cow→day′10

8が期待でき，特に錐乳母牛では問題ない。⑤本試験

で実施したように，自然草地を組み入れてのSp着順

では，自然草地は人工草地の補完的な役割を果たすが，

自然草地の栄養生産を考慮した適正なSPの組合せ時

期など検討の余地がある。（砂しかし，SP利用は人工

草地の維持管理に留意すれば，繁殖肉牛の放牧期間延

長のための有用な一技術と考える。

開放追込方式による若合肥育試験

′J＼丸　孝也・宇佐見　畳・早川　秀輝・渡辺　　実
（福島　県畜　試）

1　ま　え　が　き

肥育規模が拡大するに従って，より省力的な開放追

込方式による，いわゆる「屋外肥育」形態がとられる

傾向にある。

この場合，良質粗飼料の確保はなかなか難しく，か

つ，肥育経済性からも検討する必要がある。

そこで，給与粗飼料を全く稲リラのみに依存し，濃

厚飼料自由採食による君命肥育試験を行い，その肥育

効率を検討した。

2　試．験　方　法

1　供試牛

供試牛は第1表のとおり，乾草を給与した対照区占

頭，稲ワラを給与した占領であるが，稲ワラ給与区の

7号，10号牛は事故のため試験から除外した。なお，

供試牛は．黒毛和種去勢牛（半兄弟牛）である。

2　試験期間

昭和46年7月15日～47年5月9日45週（501

日）

5　管理方式

肥育施設の広さと配置は，第1図のとおりである○

牛房，運動場，飼楢，革乗，給水場からなり，両区そ

れぞれ群飼を行った。

濃厚飼料および粗飼料は自由採食とし，給水は，給

水槽を設け，常時溢水させて自由飲水させた。

敦料は稲ワラを用い，遇1回ポロ出しを行った0

4　給与した飼料

濃厚飼料は両区とも全期間同一配合のものを用い，

その配合割合は第2表のとおりである。

粗飼料は，乾草給与区はチモシーを主体としたいね

科牧乾草，稲ワラ給与区は稲ワラのみ給与した○
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5　と殺解体

第1衰　供　　試　　牛

昭和47年5月12日，大阪市と畜場で実施した。

＿＿・一・‾‾■‾■＝

名　　　 号 生 年 月 日

血　　　　　　 統

去 勢 月 日 開 始 時 日令
開 始 時 篭

父 母

乾

1 春　 男　 1 4 5．10．1 7 伯 善 気 高 は る　　　　 H 1 55．2 11 4 6．1．25 2 8 9 1．0 0 6

2 館　　　 山 10．2 0 ノダ み ど り　　　　 d Bd，d dd 4 ．1 2 6 8 0．8 8 1

燥 5 清　　　 畑 10．2 0 ノダ た か み ね　　 9 58，7 49 1．15 2 8 8 0．8 7 0

給

与
4 夏　　　 美 10．2 7 ′ み ほ こ　　　 155．1 85 2． 1 2 5 9 0．9 5 8

区 5 大　　　 峯 11． 1 ノダ ま つ ふ じ　　 8 朗 ．858 2．2 〔l 2 5 4 0．9 4 2

d 寿　　　　 5 1 1，15 ノダ と し　　　　　 7 5 8，9 5 0 2．2 0 2 4 0 0．9 5 2

稲

7 宝 4 5．10．1 一ク■
第 1 み や こ 1町 6 25 4°．5．20 2 8 0 0．9 0 9

8 太　　　 郎 10．1 一グ は つ は な　　 60 5．5 44 4 5．12．20 2 8 8 0．8 4 0

わ

ら 9 竜　　　 光 10．1 0 ク こ い だ　　　 155．1（54 46． 1．15 2 7 （5 0．8 5 5

給 1 0 原　　　 参 10．1 4 ク は つ し め　　 952，4 48 5 ．20 2 7 2 0．8 7 2

与

区
1 1 実 11． 8 ′ き よ み の り　　 7 1，4 8 5 5 ．2 0 2 4 7 0．9 5 占

1 2 甚
且

11．2 0 一グ み ど り　　　 9 17．8 25 2 ．25 2 5 5 0．9 5 6

第2表　給与した濃厚飼料

大　　 麦
トウ モ ロ

コ　 シ
7　 ス　 ‾マ 生 米 ヌ カ 大 豆　 粕 食　　 塩 カルシウム D　 C　 P T　 I） N

5 0 4 0 1 8 d ち 1 1 1 0．1 7 2．5

運

動

場

給水場

運

動

場

牛　 房 午　 房

l飼槽t飼槽l 飼糟　　　 飼槽

通　　　　　　　　　 路

－

第1図　肥育牛舎配置図

14．0m

1
3．6m

316m

J

5　試　験　結　果

1　増俸量

増体量は第5表のとおりである。

終了時体重は両区とも5DO極に達せず，乾草給与区

460．1晦＞稲ワラ給与区4570極であった。また，1

日当たり増体量は乾草給与区0．75晩　稲ワラ給与区

0．75極で大きな蓋は認められなかった。

2　飼料採食量

飼料採食量は第4表のとおりである。

全期間の濃厚飼料採食量は乾草給与区1，892・4晩

稲ワラ給与区2，042．5毎と稲ワラ給与区がやや多く採

食した。

したがって，1日当たりの採食量も，乾草給与区

8．28極，稲ワラ給与区8．78極と稲ワラ給与区が多い

傾向を示した。

5　飼料要求率

1吻増体に要した飼料と体重当たり採食量（体重比）

は第5蓑のとおりである。
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第5表　増　　体　　　量

区　　 分

体　　　　　 重 増　　 体　　 重 1 日　 当　 増　 体 量

開 始 時 1 4 遇 2 8 遇 終 了 時
開 始 へノ

1 4 適

1 4′・〉

2 9 遇

2 8 遇

～ 終 了

全 期 間
朗 始 ～

1 4 週

1 4 ～

2 8 遇

2 8 過

～ 終 了
全 期 間

鹿

1 2 70 ．6 5 5 1 4 5 5 5 0 4 ．7 8 0．4 8 2 ，0 7 1．7 2 5 4 ．1 8 ．8 2 0 ．8 4 0．6 8 0 ．78

2 2 5 4 ．5 5 1 9 5 8 9 4 4 5 ．0 餌 ．7 7 0．0 5 4 ，0 2 0 8 ．7 0．8 d 0．7 1 0 ．5 1 D．‘9

燥 5 25 1．5 5 5 0 4 1 5 4 7 0 ．0 9 8 ．7 7 8 ．0 5 7 0 2 5 8 ．7 1．0 1 0．8 5 0 ．5 4 0 ．7 9

給 4 2 4 7 8 5 4 2 4 1 8 4 78 ．0 9 4 ．4 7 8 ．0 7 8 ．0 2 2 8 ．4 0．9 6 0，7 8 0．5 5 0 ．7°

与 5 2 5 鼠5 5 10 5 6 5 4 15 ．5 7 0．7 5 5．0 5 2 ．5 7 1 6．0 0．7 2 0．5 4 0 ．5 0 0 ．59
区

る 2 25 ．d 2 98 58 2 4 5 1．5 7 2 ．4 8 占．0 d R S 2 2 7 7 0 ．7 4 0．8 8 0．8 8 0 ．7 8

平 均 2 4 1．1 5 2 4 ．7 5 9 貪 7 4 （50 ．1 8 5 ．6 7 5 ．0 6 0 ．4 2 1 鼠0 0 ．8 5 0．7 7 0 ．5 8 0．7 5

稲
8 2 4 0．5 5 1 5 5 8 4 4 5 1．0 7 4 ．5 棉 0 d Z D 2 1 0．7 0 ．7 8 0．7 0 0 ．8 4 0．7 0

わ 9 2 50 ．0 5 2 4 4 25 4 9 R 5 9 4 ．0 9 鼠0 7 8．5 2 （陀 5 0．9 6 0．0 1 0 ．7 5 0，9 D

ら

給
1 1 2 5 6 ．0 5 1 7 5 8 1 4 5 2 ．7 8 1．0 8 4 ．0 5 1．7 1 5 くら．7 0．8 5 0．8 5 0 ．4 9 0 ．d 5

与 1 2 2 2 0．0 5 14 5 9 4 4 4 7 5 94 ．0 8 0 ．0 5 5．5 2 2 7 5 0．9 8 0．8 2 0 ．5 1 0．7 6

区 平 均 2 5 1．8　　 5 1 7 5 5 9 5 ，5 4 5 7 0 8 5 ．9 7 8 ．0 6 1．5 2 2 5 ．4 0．8 8 0．8 0 0．5 9 0．7 5

第4表　飼　料　採　食　量

区　　　　　 分

開 始 ～ 1 4 遇 1 4 週 ～ 2 8 週 2 8 遇 ～ 終 了 全　　　　 期

1 頭 当 た り
1　 日

1 頚 当 た り 1 頚 当 た り
1　 日

1頭 当 た り 1 頭 当 た り
1　 日

1頭 当 た り
1頚 当 た り

1
1 頭 当 た 冒

乾
配　 合　 飼　 料 5 8 4 ．1 5 ．7° 6 4 0．6 6 ．5 4 8 8 ス7 8 ．5 5 1，8 92 ．4 6 ．2 8

草 稲　　 ワ　　　 ラ 5 2．7 0．5 4 － － － － 5 2．7 0．18

給 乾　　　　　　 草 7 2．9 0．7 5 1 1 1．9 1．1 4 1 6 2 ．8 1．5 5 5 4 ス4 1．1 5

与
D　　　　 C　　　 ‡〉 5 9 9 0．8 1 d R 1 0．7 0 7 5 ．8 0．7 2 2 0 4 ．8 0 ．8 8

区
T　　　 I）　　　 Ⅳ 4 5 2 ．9 4 ．6 1 5 1 5．6 5 ．2 4 57 0 ．5 5 ．4 5 1．5 5 ヱ0 5 ．1 0

稲
配　 合　 飼　 料 5 8 4 ．4 6．0 5 8 5 5．5 8 ．5 8 8 2 2 ．8 7 8 5 2 ，0 4 2 ．5 8 ．7 8

ワ 稲　　 ワ　　 ラ 8 6．5 0．8 9 6 8．9 0．8 7 8 又 4 0 ．8 5 2 4 2 ，6 0 ．8 1

7
給
乾　　　　　　 草

－

与 D　　　　 C　　　　 P 5鼠5 0．8 0 d 4 ．4 0．8 4 8 5 ．4 0 ．7 9 2 0 エ1 0 ．6 8

区
T　　　　 D　　　　 が 4 5 4 ．5 4 ．6 4 5 2 0．1 4 ．8 8 d 2 8 ．1 5 ．9 8 1，8 0 2 ．7 5 ．5 2

第5蓑1極増体当たり養分量と採食量の体重比

区　　　　 分

開 始 ～ 1 4 遇 1 4 週 ～ 2 8 遇 2 8 週 ～ 終 了 全　　　　　 期

去 攣 節
体 重 比

去聖 曽管
体 重 比

去 響 官
体 重 比

招 彗
体 重 比

乾
配　 合　 飼　 料 8．7 5 2．04 8．54 1．81 1 1．5 4 1．5 2 8．84 1．7 9

草 稲　　 ワ　　　 ラ 0，8 7 0．1 2
－－ － － － 0．05

給 乾　　　　　 燥 0．5 9 0．27 1．49 0．51 2．6 9 0．58 1．58 0．55
与

区
D　　　 C　　　 P 0．72 0．22 0．9 2 0．19 1，25 0．17 0．94 0．19

T　　　 I）　　　 N 5．42 1．8 5 占．8 5 1．45 鼠19 1．28 ヱ0 2 1．45

稲 配　 合　 飼　 料 7 5 1 2．2D 7 8 9 1．7 9 15．57 1．84 R O d 1．97

ワ

ラ

稲　　 ワ　　 ラ 1．1 1 0，52 0．8 1 0．19 1．45 0．20 1．0 7 0．24

給
乾　　　　　　 燥

－ － －

与 D　　　 C　　　 P 0．7 d 0．2 2 0．7 9 0．18 1．55 0．19 0．9 2 0．20

区 T　　　 工）　　　 N 5 ．8 4 1．8 9 5．9 2 1．5 6 10．21 1．40 ス1 1 1．55
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要求率，体重比ともに乾草給与区が稲ワラ給与区よ

り低い傾向にあった。

また，体重比については，肥育が進むに従って，乾

草給与区では低下する傾向にあったが，稲ワラ給与区

においては，後期にやや増加の傾向を示した。

4　絶食および輸送による体重の減耗

体重の減耗は第8表のとおりである。

輸送および絶食による体重の減耗度合は，乾草給与

区8．2多，稲ワラ給与区は5．9解であった。

第占表　絶食による体重の減耗

区　　 分

体　　　 重 消　　　　　 耗

終 了時 A と殺 前 B A　 一　 方 B　 ／　 A

乾

草

給

与

区

1 5 04．7 4 7 2 5 2．7 9 5．5

2 4 4 5．0 4 1 4 2 貸0 9 5．5

5 4 7 0．0 4 4 2 2 8．0 94．0

4 4 7 8．0 4 4 8 2 8．0 94，1

5 4 15．5 5 8 8 2ス5 95．4

‘ 4 5 1．5 4 2 8 2 5．5 9 4．4

平均 4 8 0．1 4 5 1．8 28 ．5 9 5，8

稲 8 4 5 1．0 4 28．0 2 5．0 9 4．9

ワ 9 4 9 9 5 4 砧．0 5 5．5 9 5．5
ラ

給
1 1 4 5 2．7 4 08．0 2 4．7 94．5

与 1 2 4 4 Z S 4 18．8 2 9 5 9 5．5

区 平 均 4 5ス0 4 5 0．0 2 7 0 9 4．1

第7表　枝　肉　歩　留

5　枝肉歩留

と殺前体重に対する温と体の枝肉歩留は第7表のと

おりである。

枝肉歩留は乾草給与区62．5解く稲ワラ給与区85．6

％と若干稲ワラ給与区が良かった。

d　枝肉格付け

枝肉の格付けは第8表のとおりである。

脂肪交雑は乾草給与区2．55く稲ワラ給与区5．0と稲

ワラ給与区が2・5～4・0と平均して良い結果を示したが，

一方，乾草給与区は0．5～5．5とパラツキがみられた。

また格付は，乾草給与区はDl頭B5頭，稲ワラ給

与区はAl頭B5頭と稲ワラ給与区が良い結果を示し

ていた。

7　脇田と枝肉重量等の相関

陸田および胸囲と枝肉重量等の相関は第9表のとお

りである。

体重，枝肉重量，枝肉歩留に対する相関は腿園より，

胸田の方が大きい傾向を示した。

また，腿国と枝肉規格，脂肪交雑に負の相関がみら

れた。

8　尿石症の発生状況

稲ワラ給与区に特に発生が予想されたが，肥育開始

後5カ月より両区に陰毛結石の発生が認められた。

区　　　 分 と殺 前 体 重 A

枝　　　 肉　　　 重　　　 量

訂 × 1 D D

左 右 計　　 B

乾

草

1 4 7 2 1 4 7 0 1 4 7 5 2 9 4．5 6 2．4

2 4 1 4 1 5 5．0 1 5 0．0 2 8 5．0 8 5．5

5 4 4 2 1 5 7 5 1 5 エ5 2 7 5．0 8 2．2

拾 4 4 4 8 1 4 5．5 ・ 1 4 2．0 2 8 5．5 8 5．7

与

区

5 5 8 8 1 1 ス5 1 1 8．0 2 5 5．5 8 0．7

d 4 2 （～ 1 5 °．5 1 5 5，5 2 7 2．0 6 5．8

平　 均 4 5 1．8 1 5 5．8 1 5 5．1 2 7 0．9 6 2．5

稲

ワ

8 4 2 8 1 5 5 ．5 1 5 8．5 2 7 2．D 8 5．8

9 4 8 8 1 4 7 5 1 4 8．5 2 9 8．0 8 5，5

ラ

拾 1 1 4 0 8 1 2 7 0 1 2 占．5 2 5 5．5 8 2．1

与

区
1 2 4 1 8 1 5 8．0 1 5 5．5 2 7 1．5 6 5．0

平　 均 4 5 0．0 1 5 8．5 1 5 6．8 2 7 5．5 8 5．8
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第8表　枝　　肉　　規　格

区　　　 分
枝 肉

重 量

外　　　　　　　 観 肉　　　　　　　 質

格　　 付

均　 称 肉 づ き
脂 肪

付 着
仕 上 げ

脂 肪

交 雑

肉 の

色 沢

肉 の

キ　 メ

脂 肪

色 質

乾

草

1 A A A A A 0．5 C C A D

2 A B B B A 5．5 B B B 丑

5 A B B B A 5．0 B B A B

給 4 A B B B A 2．0 B B A B

与 5 B B B B A 2．0 B B B B

区
d

平 均

A B B B A 5．0

2 ．5 5

B B B B

稲
8 A B A A A 4．0 A ち A A

ワ 9 A B B C A 2．5 C B B B

ラ
給 1 1 B B B B A 5．0 A A A B

与

区

1 2

平 均

A ち 8 B A 2 ．5

5．0

A A A B

第9表　腿囲・胸囲との相関

最　 終　 体　 重 枝　 肉　 重　 量 枝　 肉　 歩　 留 枝　 肉　 規　 格 脂　 肪　 交　 雑

陸　　　　　　 田 十　 0．5 2 8 ＋　 0．4 °5 十　 0．0 7 4 ＿　 0．4 7 5 一　 口．5 5 5

胸　　　　　　 囲 十　 0．6 5 1 十　 0．8 5 9 十　 0，5 6 9 －　 0．1 6 1 十　 0．0 1 9

陰毛結石は，はじめ陰毛に白い微細な砂を吹きつけ

たような砂粒状態で発見され，次いで，陰毛部に樹氷

状に付着するもの，さらに，凄毛部，包皮肉に小結石

状を皇するもの，陰毛結石の形は，両区個体によって

種々様々であった。

第2図　尿石症の陰毛附着状況

結石の出現傾向は，両区とも，ほぼ同様な出現頻度

を示し，特に肥育中期以降は，塩化アンモソ投与にか

かわらず，陰毛結石付着程度は多い傾向を示した。

陰毛結石の付着量と形状から，その出現頻度を示し

たのが第2図である。

まず，付着量の多少によってD～榊まで等級分けを

行った。すなわち，0－→0，±→1，十一→2，≠

→5，日→4，の数値で表し，さらに．結石形状の

進行度合によって，砂粒状1倍，樹氷状2倍，小結石

状5倍して結石の出現頻度を示した。

4　要　　　　　約

同一種雄牛の産子12頭の黒毛和種去勢牛を2区に

分け，1区は粗飼料を牧乾草のみとし，もう1区は粗

飼料を稲ワラのみ給与して肥育効率を検討した結果は

次のとおりである。

1増体量は乾草給与区の1日当たり増体量は0・75

吼　稲ワラ給与区のそれは0．75時で両区の差はなかっ

た。

2　飼料採食量は乾草給与区では1頭当たり配合飼

料は1，8陀吼1日1頭当たり8．5晩　稲ワラ給与区

では，1頭当たり2，0亜吼1日1頚当たりd・8相と
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締ワラ給与区がやや多く摂取した。

5　1昭増体に要した飼料は，T DIJでは乾草給与

区702晩稲ワラ給与区711晦㌧］DCPでは乾草給

与区8・94晩　稲ワラ給与区0・92時であった。

4　と殺前体重に対する枝肉歩留は，乾草給与区で

はd2．5多，稲ワラ給与区85．8多であった。

5　枚肉規格は，乾草給与区は「中」1藻「上」5

頭，稲ワラ給与区は「極上」1頭「上」5頭で，脂肪

交雑は乾草給与区2．5，稲ワラ給与区は5．0で差が認

められた。

d　尿結石は試験中期以降，両区に陰毛結石として

発生が認められ，塩化アンモンを2週ごとに50gr投

与した。

と殺解体時泌尿器内に結石は認められなかった。

日本短角種の発育と産肉能力

今村　照久・松川　　　正
（東　北　農　試）

1　ま　え　が　き

北東北5県と北海道に飼養されている日本短角種の

性齢こ関する報告は多く，一掛こ早熟で放牧適性の優

れた肉用種であるといわれている。しかしながら，い

かなる環境でその相対的な能力が最も効率的に発揮で

きるかに関する研究は比較的少ないので，栄養水準別

に本踵の性能を比較検討した。

2　試．強　方　法

1　供試牛

岩手県下の農家で春季に生産され，家畜市場で購入

した生後‘カ月令の日本短角種の雄子牛を用い，いず

れも1カ月以上の予備飼育中に去勢を実施した。

2　試験1

材料牛は7－8カ月令去勢牛を用い，4，6頚を1

区の群飼いとし，濃厚飼料（肉牛検定5期）を体重の

0，0．5，0．8，1．0帝，自由摂取（2．0）とし，粗飼料

はコーンサイレージ，オーチヤードグラス主体の乾牧

草を飽食させ，冬季15週間の増体状況を調べた。

5　試験2

第1表　発　　育　　表

8カ月令の去勢牛12頭を2区に分け，区別の群飼

いとし，A区は濃厚飼料（肉牛検定5期）を自由摂取

とし，B区は体重の前期（112日まで）1．0車，後期

t5解給与し，粗飼料は時期に応じて，コーンサイレ

ージ，オーチヤードグラス主体の乾，生牧草を飽食さ

せた。仕上がり時体重500晦（Ⅰ）および550吻α）

程度になったとき，5頭あてと殺して，発育，飼料摂

取量，・肉量および肉質を調べた。

5　試　験　結　果

1　試験の経過

濃厚飼料多給にもかかわらず，全期間中尿石症の発

生は観察なく，試験は順卸こ経過した。しかし試験2

のA区のうち1頭は右陰こうであったが，そのまま試

験に用い，結果からは除いた（ただし飼料摂取量のみ

は含めた）。

2　試験1

区別の増俸状況は第1蓑のとおりであった。

1日平均増体量に及ぼす開始時体重の影響はないの

で，そのまま分散分析すると区間に高い有意差が認め

られた。

給　　 与　　 量 0 悌 0 ．5 0 ．8 1．0 自　　　　　 由

頚　　　　　 数 4 頭 6 ． d る 4

開 始 時　 日　 令 2 5 9 日 2 5 2 2 1 0 2 5 5 2 5 0

開 始 時 体 重 2 0 6．5 ± 1 8 ．2 9 昭 2 0 鼠 7 ± 1 7 5 1 1 7 5 ．5 士 1 5 ．2 5 2 5 5 ．7 ± 2 0 ．5 9 2 0 Z D 士 2 4 ．5 4

終 了 時 体 重 2 5 5 ．0 士 2 8 ．5 9 時 2 7 1．2 ± 2 4 ．2 8 2 5 4 ．2 士 5 R 2 1 5 5 2 ．8 ± 1 7 1 5 5 5 0 ．8 ± S R 8 5

‾ 日 平 均 増 体 重 0．4 2 士 0．0 9 時 0 ．5 5 ± 0．0 7 0．7 0 ± 0 ．2 7 0 ．8 9 ± 0 ．1 5 1．1 0 士 0．1 4


